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斐川工業団地周辺対策に係る進捗状況について 

 

 

斐川工業団地周辺対策については、平成29年に、庁内で「斐川工業団地周辺対策プ

ロジェクト会議」を設置し、総合的な検討作業を重ねながら、新川中央線における右

折レーンの整備や歩道整備、信号機時間調整などの対策を進めてきており、一方では、

企業における時差出勤の取組が始められています。 

また、このたび、平成29年度に引き続き2回目となる交通量等の調査を実施したと

ころであり、この調査結果をとりまとめましたので、周辺対策事業の進捗状況とあわ

せ、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 斐川工業団地周辺対策プロジェクト会議の開催状況 

 ① 構 成  防災安全部長、防災安全課長、 

斐川行政センター所長、同地域振興課長、 

都市建設部長、建設企画課長、道路建設課長（事務局）、 

道路河川維持課長、都市計画課長、 

経済環境部長、産業政策課長（事務局） 

 ② 第１回  平成29年 3月16日 現状把握、役割分担等の協議 

   第２回  平成29年 4月21日 検討項目ごとの方向性の検討 

   第３回  平成30年 2月15日 渋滞対策の調査結果等の検討 

   第４回  平成30年11月19日 市道整備等今後の周辺対策の検討 

   第５回  令和元年 7月10日 事業進捗状況と今後の周辺対策の検討 

   第６回  令和２年 2月19日 渋滞対策の調査結果等の検討 

 

２ 斐川工業団地周辺対策事業の進捗状況について  資料１のとおり 

 

３ 渋滞対策に係る調査（第2回）結果について    資料２のとおり 
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            【新規】…平成 30年度以降で新規に追加した項目 
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№ 項   目 平成 30年度以降の進捗状況 

1.渋滞緩和 

（市道新川中央線等の渋滞対策） 

 

1-1 都市計画道路斐川中

央線の整備 
― 

1-2 市道八頭西線（仮称）

の整備 
― 

1-3 出雲村田製作所の駐

車場整備等に起因す

る渋滞の総合的な緩

和対策の検討 

・出雲村田製作所において、平成 31年 1月から、一部従業員の

時差出勤（15分遅らせる）を開始。 

・平成 29 年 10 月に実施した渋滞対策調査との比較検討のた

め、令和元年 12月に再度調査を実施。（結果概要は資料 2の

とおり） 

1-4 

【新規】 

市道新川中央線（県道

斐川上島線交差点）の

信号時間調整 

・ピーク時の渋滞緩和対策として、警察との協議により、青信

号の時間調整。 

1-5 

【新規】 

市道斐川 1140 号線接

続道路の整備 

・出雲斐川中央工業団地西工区への取付道路整備、周辺道路環

境改善を目的して、斐川 1140 号線を東に延長整備。（市道斐

川 2173号線・杉沢線に接続）（L＝165ｍ） 

  H30年度着手 ⇒ R2年度完成予定 

1-6 

【新規】 

出雲斐川中央工業団

地西工区内道路の整

備 

・周辺渋滞対策に向けた将来的活用を勘案し、出雲斐川中央工

業団地西工区内で出雲村田製作所が整備予定の駐車場にすり

つける形で道路新設。（L＝300ｍ） 

  R2年度着手 ⇒ R3年度完成予定 

2.市道改良（歩道設置等含む）  

2-1 市道平野西線（出雲村

田製作所西門東側）の

歩道整備 

・新川中央線から出雲村田製作所南駐車場の区間（70ｍ）の歩

道整備。 

  H29年度着手 ⇒ H30年度完成 

2-2 市道新川中央線の右

折レーン整備 

・新川中央線の平野西線交差点に右折レーン整備。 

  H29年度着手 ⇒ H30年度完成 

 

2-3 

【新規】 

市道新川中央線の歩

道整備 

・歩道が無い区間における歩行者の安全確保及び車両通行の円

滑化を図るため歩道を整備。 

・伊藤製材所東交差点改良及び歩道整備（L＝100ｍ）。 

  R元年度着手 ⇒ R3年度完成予定 

・残りの歩道未整備区間については、今後整備を検討。 

 

資 料 １ 

2 
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№ 項   目 平成 30年度以降の進捗状況 

2-4 

【新規】 

市道新川中央線（平野

西線～直江新川線）の

側溝蓋設置 

・側溝の蓋掛けにより道路幅を確保し、車両の円滑走行と歩行

者の安全を図る。 

・直江新川線交差点から西 30ｍ区間に側溝蓋設置。 

  H30年度実施済み 

2-5 

【新規】 

市道新川中央線の舗

装補修 

・路面損傷が激しい箇所の舗装改良を行い、車両通行の円滑化

を図る。 

・平野西線交差点から東側の区間を補修。（L＝145ｍ） 

  H30年度実施済み 

・直江新川線交差点までの残りの区間は、R2～3 年度に補修予

定。 

2-6 

【新規】 

市道斐川 1121号線（三

井線）の整備 

・視距改良、側溝整備による道路改良（L＝240ｍ） 

  R元年度着手 ⇒ R3年度完成予定 

3.交通安全（防犯）対策  

3-1 横断歩道、信号機の設

置 

・新川中央線の平野西線交差点に横断歩道増設。 

  H30年度実施済み 

・平野西線交差点への押しボタン信号機新設は、一層の交通渋

滞助長の懸念から、見送り。 

3-2 道路照明（防犯灯）の

設置 

・新川中央線と平野西線交差点×1基 

・平野西線（出雲村田西門入口付近）×1基 

・直江新川線沿い×3基 

  いずれも H30年度実施済み 

3-3 信号機の改良（なのは

な園西側交差点の押

しボタン信号機） 

― 

3-4 

【新規】 

市道新川中央線（直江

新川線交差点）の信号

調整 

・直江新川線交差点の信号機は夜間には点滅となっていたた

め、夜間の事故防止のため、信号調整（定周期へ切替）。 

  H30年度実施済み 

4.雨水排水対策  

4-1 一級河川高瀬川の改

修促進 

・斐川 1327号線（斐川行政センター西側市道）周辺の用地買収 

・同 市道の橋梁架け替え工事に着手 

4-2 間樋川・桜閣川雨水幹

線整備 
― 

4-3 市道新川中央線側溝

整備 

 

資 料 １ 
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斐川工業団地周辺渋滞対策に係る調査（第 2回）結果について 

 

１．調査の目的 

  斐川工業団地周辺の交通渋滞状況について、平成 29年 10月に調査を実施し、そ

の後様々な対策事業を進めてきたところである。このたび、実施事業の効果を検証

するため、前回調査と比較検討できるように 2回目の調査を実施した。 

 

２．調査の内容 

  新川中央線を中心に、以下の 3項目について実施。 

 調査日：令和元年 12月 17日【前回調査日：平成 29年 10月 4日】 

（１）交通量調査 

  ・通勤時間帯における車の台数 

  ・直江新川線交差点では、あわせて終日時間帯も実施 

（２）滞留長・渋滞長調査 

  ・滞留長 交差点で信号や横断歩行者のために滞留した車列の長さ 

  ・渋滞長 滞留長で観測した車列が、一回の信号で通過できずに残った長さ 

（３）信号現示調査 

  ・信号機のある交差点における各方向の青表示時間 

 

３．調査結果 

（１）交通量調査 

 ※各交差点では、東西南北で計 3～4 か所において調査しており、このうち主なものを記載。 

  

資 料 ２ 

［単位：台］

今回 前回 比較 今回 前回 比較

交差点東側 887 1,048 84.6%

交差点北側 580 615 94.3%

交差点東側 1,047 1,262 83.0%

交差点北側 352 382 92.1%

交差点西側 1,043 1,161 89.8% 7,892 7,541 104.7%

交差点北側 663 785 84.5% 3,940 3,885 101.4%

交差点西側 826 889 92.9%

交差点北側 1,085 703 154.3%

交差点東側 557 603 92.4%

交差点北側 189 222 85.1%
なのはな園西交差点

調査地点
7:00～19:007:30～8:30

新川中央線×県道木次直江停車場線

新川中央線×県道斐川上島線

新川中央線×直江新川線

新川中央線×平野西線

5

月

53 
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（２）滞留長・渋滞長調査 

 ※上記の調査時間帯は 7:00～9:00。 

  ※夕方の時間帯（17:00～19:00）では、すべての調査箇所において、滞留長、渋滞長いずれも

前回に比べて短くなっていた。 

 

（３）信号現示調査 

   信号現示調査は、新川中央線の信号機のある主要交差点３箇所において、各方

面の青信号の時間を調査しました。調査結果は下記のとおりです。 
 

    

調査地点 

 

方向 
青信号時間（秒） 

朝 夕 

調査結果 増減 調査結果 増減 

県道木次直江停車場線 

交差点 

東西 41（44） -3 33（37） -4 

南北 27（26） +1 25（23） +2 

県道斐川上島線交差点 東西 34（29） +5 34（34） 0 

南北 24（29） -5 24（35） -11 

 

直江新川線交差点 

西→東 50（51） -1 34（34） 0 

東→西 66（54） +12 38（38） 0 

南北 22（23） -1 20（20） 0 

※ 網掛けの数値は、信号現示調整により、青信号時間の変化が大きい箇所。 

※ （ ）数値は、前回調査(H29)の値。 

  

［単位：ｍ］

今回 前回 増減 今回 前回 増減

交差点西側 7:20～7:30 80 180 -100 70 140 -70

交差点北側 7:50～8:00 120 110 +10 30 80 -50

新川中央線×平野西線
※信号機なし

交差点東側 8:00～8:20 300 180 +120

交差点東側 7:50～8:10 80 60 +20 0 20 -20

交差点西側 7:50～8:10 200 100 +100 0 40 -40

交差点東側 7:40～7：50 120 90 +30 0 20 -20

交差点北側
滞7:40～8:00

渋7:20～7:30
100 170 -70 60 80 -20

新川中央線×
　県道斐川上島線

発生時間帯調査地点
最大滞留長 最大渋滞長

新川中央線×
　県道木次直江停車場線

新川中央線×
　直江新川線

6 
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４．調査結果のまとめ 

（１）交通の状況について 

  ◆ 新川中央線の交通量は、１日の交通量は増加しているものの、交通量がピー

クとなる時間(7:30～8:30)の交通量は減少。 

   【新川中央線の混雑度（道路の混雑の状況を表す数値）】 

 前回：０．８３ ➔ 今回：０．７７（△０．０６） 

※混雑度 1.0未満は、昼間 12時間を通して道路が混雑することなく、円滑に走行で

きる状態を示す。 

  ◆ 交差点での滞留長は長くなったところがあるものの、渋滞長はいずれも短く

なっており、特に、直江新川線交差点においては渋滞長が確認されなかった。

（滞留長が長くなった箇所も、朝の短時間だけであるため、新川中央線全体の

混雑状況には大きく影響しないと考えられる。） 

   ＜滞留長が長くなった箇所の考えられる主な要因＞ 

    ・平野西線交差点の東側 

      周辺企業の通勤等に伴う横断歩道の歩行者が該当時間に集中するため。 

    ・直江新川線交差点の西側 

      東→西方面の信号現示調整（青の時間が長くなった）により、逆に西→東方面の赤

信号時間が長くなったことが考えられる。（渋滞長は無い。） 

  ◆ 滞留長が長くなった箇所はあるものの、特にピーク時間における交通量、渋滞

長はほとんどの箇所で減少しており、総じて前回と比較して新川中央線の混雑

状況は緩和されているといえる。 

 

（２）これまでに行った対策の検証 

  １）平野西線交差点への右折レーン設置 

    交差点の最大滞留長は 300ｍとなり増加しているが、これは周辺企業の通勤

等に伴う歩行者の横断待ちによる影響がほとんどで、右折レーンの設置により、

右折待ちの車による滞留は緩和されている。 

  ２）主要交差点の信号現示調整 

    主要交差点の信号機において、青時間の調整が行われ、通勤時間帯において

生じている渋滞の長さが減少している。 

  ３）出雲村田製作所における時差出勤 

    出雲村田製作所では、一部従業員の出勤時間を 15 分遅らせる時差出勤を実

施しており、通行時間の分散化が図られ、混雑の緩和につながっている。 

  ４）その他 

 上記の対策以外の整備として、舗装の改良を実施したことにより、車両の走

行性向上につながり、また、照明灯の設置により、歩行者の安全確保が図られ

ている。 

7 
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【
説
明
事
項
】

1
．
滞
留
長
は
、
信
号
や
横
断
歩
行
者
な
ど
に
よ
り
滞
留
し
た
車
列
の
長
さ
で
あ
り
、
最
大
値
を
記
載
し
て
い
る
。

2
．
渋
滞
長
は
、
１
回
の
青
信
号
で
通
過
で
き
な
か
っ
た
車
列
の
長
さ
で
あ
り
、
最
大
値
を
記
載
し
て
い
る
。

3
．
図
中
の
（

）
数
値
は
、
前
回
調
査
(
H
2
9
)
の
数
値
。

4
．
図
中
の

の
数
値
は
、
前
回
調
査
か
ら
減
少
し
た
も
の
。

の
数
値
は
、
増
加
し
た
も
の
。

5
．
交
通
量
調
査
実
施
日
は
、
令
和
元
年
1
2
月
1
7
日
(
火
)
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色

赤
色
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